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令和　７　年度

解体工事共通仕様書

建築設備工事特記仕様書



工　事　の　概　要

□　共　通　事　項

1　施工基準 本工事は、契約書及び①質疑回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④設計図　⑤建築物解体工事共通仕様

書他各改修工事標準仕様書(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版)により施工する。

2　監理基準 本工事は建築改修工事監理指針及び建築・機械設備・電気設備・各工事監理指針（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修令和4年版）により監理する。

契約書及び設計図書に定められた提出書類等を監督職員の指示により定められた期日までに提出する。

受注者は、下請契約を締結する場合には、下請金額に関わらず、施工体制台帳を提出する。

また、施工体系図においては、すべての下請負人及び警備業者を記載する。

なお、施工体制台帳には監督職員が指示する書類を添付して提出する。

3  提出書類等

受注者は建設業退職金共済制度（建退共）に加入の上、掛金収納書を提出する。工事現場には「建

設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識」を掲示し、工事完成時には「建退共運営実績報告書」、

「労働者の就労日報」及び「共済証紙受払簿」を提出する。また、下請負人に対しても同共済制度

加入を奨励する。

4　建設業退職金共済制度

5　工事実績情報 受注者は受注時、変更時及び完成時の各時点において、あらかじめ登録内容について監督職員の確認

を受けた上で、それぞれ１０日以内に（一財）日本建築情報総合センターへ工事実績情報サービス入

力システム（ＣＯＲＩＮＳ）の登録申請を行う。

また、登録後、直ちに登録されたことを証明する資料を監督職員に提出する（作成、登録等に伴う

費用は受注者の負担とする）。

受注者は、工事目的物・工事材料等を建設工事保険等（第三者保険を含み、火災による損害が見込

なお、その保険の加入期間は、工事着工の時から、工事完成期日後１４日迄とする。

まれる場合は火災保険を含む）に付し、その保険証書の写し又はこれに代わるものを提出する。

6　 建設工事保険等

7　労災補償に必要な

 　法定外の保険契約について

受注者は、「公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する法律」（令和元年法律第35号）

に基づき、公共工事等に従事する者の業務上の負傷等に対する補償に必要な金額を担保するための保険

（法定外労災）に付する。

なお、着工前・完成写真は、着工前・完成を一対（左右または前後）として整理すること。

工事写真撮影ガイドブック（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和５年版）を参考に、着工前

着工前・工事中と共に工事用アルバムに整理の上１部提出する（データ共）。

工事中の各段階の工程の内容が充分把握できるよう撮影する。工事完成時には、完成写真を撮影し、

8  工事写真

受注者は、京都府税務調査員による燃料検査に協力しなければならない。

受注者は建設機械等の燃料としての軽油はJIS規格軽油以外のものを使用してはならない。9　不正軽油使用防止の徹底

また、下請負人等に対しても不正軽油使用防止の指導・監視を徹底する。

・軽微な変更については、請負金額の増減は行わない。

・工事現場には仮囲いを行い、同現場の安全に十分配慮する。

　監督職員に報告の上、受注者の責任において原状復旧する。

特に、工事車両の出入り及び時間等について

　は、当該施設運営管理者等と十分打合せを行い、交通安全管理に配慮する。

・騒音、臭気等が発生する工事については、作業時間・日時について当該施設運営管理者と協議し、施設の

　運営管理等に支障をきたさぬよう配慮する。

・既存部分については、受注者において汚染、損傷の無いよう十分な養生を行う。万一損傷が生じた場合は

・本工事は市の行う完成検査に合格し、工事目的物引渡書の提出をもって完了とする。

・使用機器については、環境負荷の軽減に努めるものとし、排出ガス対策型機器、低騒音型機器、低振動型

　ログ等資料を提出し、承認を受ける。

・使用材料は、設計図書に記載されたもの又は同等品とする。同等品とする場合は、事前に監督職員にカタ

・工事完成時には、社内検査を実施する。

　機器、低燃費型機器の使用を促進する。また、電動工具類は、整備された工具を使用し安全性に責任を持

　ち管理する。

なお、設計図書間に相違がある場合は優先順位は上記記載の順とする。

　した施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げ、所定の様式により

　監督職員に提出する。

・公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めに従って各下請負人の施工の分担関係を表示

　を下請、受託させてはならない。

・受注者は宇治市が指名停止措置を行っている第三者に対して宇治市の契約についての全て、若しくは一部

・交通誘導警備員は、現場説明書による。

人への指導を徹底する。

受注者は本工事における材料等の搬出入に伴う工事車両の過積載防止について、十分注意を払うと共に下請負

工事の施工に必要な官公庁その他への手続きは受注者の責任において速やかに行うものとする。

なお、これに要する費用は受注者の負担とする。

について

・受注者は、主任技術者または監理技術者及び現場代理人について、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係

  にある者から選任し、配置しなければならない。

14  技術者及び現場代理人

・受注者は工事完了時に、工事敷地内及び車両通行部分は、必要に応じ砂を搬入し、整地を行う。既設コン

  クリート舗装、アスファルト舗装等の損傷箇所については、現場説明書による。

・建設発生土を搬出する場合は「残土処理計画書（報告書）」を提出する。同計画書には処理場所の位置図

　及び経路図、受入承諾書を添付する。同報告書には処分したことが判明する資料（受入証明書）及び写真

　等を添付する。

・その他の建設発生土の取り扱いについては、現場説明書による。

10　一般事項

11　その他

12　過積載防止について

13　官公庁その他への手続き

15  工事完了時の整地

16　建設発生土の処分

16　解体等工事の事前調査

　また、第18条の15第3項・第4項に基づき、事前調査結果の記録を作成し、保存しなければならない。

　調査方法は、分析による調査、目視、設計図書等による。

・受注者は、改正大気汚染防止法第18条の15第5項に基づき、事前調査結果を公衆の見やすい場所に掲示する。

　て、特定建築材料の使用の有無について調査し、その結果を発注者に説明する。

・受注者は、改正大気汚染防止法第18条の15第1項・第4項に基づき、改修工事対象となる全ての部材につい

当該施設に電気主任技術者が専任されている場合はその指示を仰ぐ。

□　仮　設　工　事

1　工事電力・工事用水

2　工事用電力設備の

 　保安責任者

3　設置・維持管理 現場説明書による。

防止に努める。

持込電動機器は整備された機器以外は持込させてはならない。また、仮設分電盤内に漏電遮断器を取り付け事故の

施工範囲・資材置場等に対しての侵入防止策を講じる。（フェンスバリケード（シート貼り共）等）

詳細については仮設計画図による。

4　仮囲い

足場等は、労働安全衛生法・建築基準法・建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令に従い適切な材料および構

造のものとし、適切な保守管理を行う。高所作業車使用時含む。また、仮設計画を作成し監督職員と協議を行う。

近接する他の部材や工作物の部分を損傷しないようにメッシュシート又は工事用シート等で養生を行う。外部足場に

ついては、手摺先行型枠組本足場（Ｗ＝600以上）とする。足場の設置に関しては、「手すり先行工法に関するガイ

ドライン（厚生労働省　平成１５年４月制定・平成２１年６月１日改正）」に基づく働きやすい安心感のある足場と

し、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とするか、または改善措置

機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保する。また、外部足場には昇降足場を設置する。

 　について

受注者は、労働安全衛生法施行令、労働安全衛生規則等の改正（平成31年2月）に伴い、高所作業を行う場合には、

「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」に基づき、墜落、転落による労働災害の防止に努める。

□　解　体　撤　去　工　事

1　確　　認

2　解体作業

騒音・粉塵等の対策として、防音シートなどにより養生する。なお、シート類は防炎処理されたものとする。

ブレーカー、穿孔機、破砕機、圧砕機等による粉塵発生部に散水を行い、粉塵等の飛散を防止する。

解体除去物及び範囲については、事前に監督職員の立会いの上、確認する。

着工前に建物の構造、規模を十分調査し、危険の無いよう実施する。

画を立て、低振動低騒音工法(油圧によるかみ砕き工法等)とし、作業中は十分散水を行う。

作業は騒音、振動、防塵等の防止計

3　地中埋設物 地中埋設物(基礎、杭、土間、捨てコンクリート、砕石、各設備配管)についても全て撤去する。

　　　工事に伴う撤去材

4　発生材処分 ・　撤去材・発生材は、場外搬出し関係法令を遵守し処理するものとし、「廃棄物処理計画書（報告書）」

　　を適時提出する。同計画書には、当該廃棄物の処分業の許可証の写し、受注者と処分業者の契約書の写し

　　に加えて、処分地の位置図及び経路図を添付する。また廃棄物を委託して運搬する場合は、該当する収集

　　運搬業の許可証（搬出地と搬入地）の写しと受注者と運搬業者との契約書の写しを添付する。同報告書には

　　処分したことが判明する資料として、運搬管理表(又はマニフェストの写し)及び写真等を添付する。

・　本工事の施工により発生するアスファルト塊、コンクリート塊及び木材は再資源化施設に搬出する。

・　その他の建築副産物の取扱いについては、現場説明書による。

・　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」による産業廃棄物の収集運搬車に係る表示及び書面添え付けを行う。

・　工事完了時に産業廃棄物の収集運搬車両への表示状況が確認できる写真を提出する。

「京都府産業廃棄物税条例」に基づき導入される産業廃棄物税(以下「産廃税」という)は京都府内の最終

また、中間処理施設に搬入される産業廃棄物においても、リサイクル後の処理残滓等が最終処分施設に搬

処分施設に搬入される産業廃棄物について課税されるものである。

入される場合は、最終処分場に搬入される量に対して課税される。

なお、本工事においても、産廃税相当額を見込んでいる。(産廃税も本工事に含む)

5　産業廃棄物税

□　土　工　事 解体除却後は埋戻しを行う。

□　外　構　工　事 図示による。

5　内外足場・養生等

6　墜落制止用器具の使用

7　電気・機械設備工事 工事着工に際し、事前に必要な機器（照明機器・放送設備・空調機器・受信設備等）器具の機能確認を行い、その結

果を書面にて監督職員に報告する。

　

業 務 名

業務箇所

図面種類

宇治市 建設部 施設建築課

縮　 尺

図面番号

－

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内宇治市

工事名称  （受配７-１）五ケ庄第１配水池解体工事

工　事　範　囲

建築面積／延床面積 ２４６．０５㎡　/　２４６．０５㎡

規模構造 鉄筋コンクリート造　　平屋建て

工事期間 入札通知書による。

工事場所 宇治市五ケ庄三番割地内

・第１配水池解体工事 　　　　　　　　　　　 一式

　　付属設備撤去

・第１配水池解体に伴う外構工事　　　　　　　一式

　　進入路築造

　　投光器設置

・上記に伴う撤去、処分　　　　　　　　　　　一式

令和　７　年度

A-01

解体工事共通仕様書

○ 利用できない ○ 利用できる（　　　　　　　　　　）○ 有償 ○ 無償

○ 利用できない ○ 利用できる（　　　　　　　　　　）○ 有償 ○ 無償

工事用電力設備の保安責任者を定め報告する。

工事用電力

工事用水 

構内既存の施設

構内既存の施設 ●

● ●

●
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業務箇所

業 務 名
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五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課
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令和　７　年度

A-02

第３配水池

第２配水池
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宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

第 １ 配 水 池

第 ２ 配 水 池

五ケ庄三番割地内

令和　７　年度

A-03

第 ２ 配 水 池

第 ３ 配 水 池



(77.48)

(77.40)

＜G75
 d=1.

50＞

(76.39)

＜G80 d
=1.50＞

＜G80 d=0.70＞

仕

仕

仕

仕 仕

仕

E

E

ET

消

E

As

As

As

As

4-2

76.49 78.32

79.79
81.24

74.05

73.52

空

Gr As

EM

EM

M

灯

消

E

仕

仕

As

灯

流量計

散水

M

仕

タイル

仕

仕

仕

As

As

As

仕 仕

M
M

灯

(72.09)

Gr

Gr

As

(71.44)

74.01

74.57

75.64

(74.55)

(74.93)

75.84

77.73

77.69

79.84

76.83

76.69

76.5676.28

78.46

78.41

77.79

(74.42)

(72.76)

83.38

Gr

CoCo

Co

Co

NT.1
79.679

NT.2
73.737

NO.4
82.199

NO.3
80.061

NO.2
79.185

NO.1
77.579

H=75.939

6629
6630

66316632

6633
6634

6635

6636

230

6638

231

8301

8302

8303

KBM.1

S=1:100

撤 去 範 囲 配 置 図
S=1/100

1 / 100

撤去範囲配置図

(77.48)

(77.54)
(78.92)

(76.33)

(71.72)
(72.65)

(74.56) (74.76)(74.80) (75.07)

(75.83)

(75.83)

(75.58)

(77.71)

(75.56)

(71.54)

施工基盤

+75.11

76.27

76.00

76.00

76.00

77.70

77.70

76.11

1700

1
0
0
0
0

【 凡　例 】

F2 -1

F1 -1 F1 -2

F2 -2

：一時存置部(別工事にて撤去)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去
A=55.1㎡

門扉撤
去

撤去後As舗装Ｌ型
街渠
撤去
 L=
7.5
m

ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸ積
擁
壁
(ﾌ
ｪﾝ
ｽ)
撤
去

H=2.20m　L=4.50m

撤去後As舗装
Ｌ型街

渠撤去
 L=7.

5m

U型側溝撤去(PU-240)  L=34.5m

(TYPE-B)

(TYPE-A)

土留壁(1)(ﾌｪﾝｽ)撤去

照明灯撤去

H=0.95～1.45m　L=7.50m

9
0
0
0

1
0
0
0

1200
F3 -1 F3 -2

H=1.00m L=7.50m

L=6.7m

樹　種

1.5 0.6

Ｈ(m) 幹回り(m)

カ　シ

本　数面積(m2)

植栽撤去リスト

ツツジ 生垣0.6 15.8

表　　層（再生密粒度ｱｽｺﾝ        ）t= 5cm

路盤工（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-30         ）t=10cm

S=1/20

1
0
05
0

土嚢積み

33
90

A=15.8㎡
植栽撤去面積

仕

φ500仕切弁室（残置）

φ600仕切弁室撤去

9本

②

②

①

①

③

④

③

④

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

アスファルト舗装

五ケ庄三番割地内

【Ｌ型街渠撤去後　舗装構成】

：アスファルト舗装（撤去）

：コンクリート構造物（撤去）

：ブロック積、重力式擁壁（撤去）

：杭基礎 RCφ300 L=6m 36本（撤去）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

階段(1)

雨水桝

階段(2)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土留壁(2)

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗
装
切
断

L=4.1m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

雨水桝

支障木撤去

U型側溝(PU-240)

U型側溝撤去(PU-240)  L=19.2m

φ　仕切弁室撤去

A=50㎡

令和　７　年度

A-04

1.5 0.6 本1
その他
(支障木)



配水池撤去範囲平面・断面図
S=1/100

1 / 100

配水池撤去範囲平面・断面図

A-A 断面図

t=350～550
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ立上

3900

3500

50

7
0
0

7
4
0
0

150

150

500

6
7
0
0

200

19200

400 18400 400

300 300 300400

600 500

19200

150 18900 150

1
4
0
0
0

1
3
7
0
0

150

6
7
5
0

6
0
5
0

400

7
0
0

6
3
0
0

700

5
6
0
0

7
0
0

700 5300 700 5800 700 5300 700

頂 版・梁伏図

+77.70+77.70

1:0.5

1:0.5

50

2
2
0
0

1
0
0
0
1
2
0
0

1
2
0
0

+76.50

+75.50
+75.00

+74.30
+74.25

埋戻し高

19200

1
4
0
0
0

杭基礎伏図

400

19200

1
4
0
0
0

底 版 図

400 18400 400

400

1
3
2
0
0

400

700

300

700

7
0
0

300

300

2600

300

300

300

550

5
0
0
0

550

6
1
0
0

2600550

3150

2950

350

5
9
0
0

6
2
5
0

350700 (t=350～550)
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ立上

3
2
0
0

200

2
8
0
0

200

3900

200 3500 200

1
5
0
0

200

1
7
0
0

2
2
0
0

1300

：存置部(別工事にて撤去)

1700

1
0
0
0

1
0
0
0
0

1200

杭基礎

基礎杭撤去リスト(RC φ300)

m

F2 -1

F1 -1 F1 -2

F2 -2

m

m

m

3900

200 3500 200

450

200

250

4100

200 3700 200

F3 -1 F3 -2

700

500

+76.70
1:0.5

50

1
0
0
0

1
2
0
0

+76.50
+75.50
+75.00

+74.30
+74.25

埋戻し高

700

500

7
4
0
0

150

150

500

6
7
0
0

200

14000

400 13200 400

+77.70

1:0.52
2
0
0

150

150

A A

B

B

B-B 断面図

1
2
0
0

200

3200

2800

50

7
0
0

1700

1500

50

7
0
0

450

250

4
7
0
0

5
7
0
0

4
5
0
0

4
5
0
0

9
0
0
0

5
0
0
0

1
4
0
0
0

19200

※ 基礎杭撤去後、改良土(300kN/㎡の流動化処理土)
埋戻しとする。

3500

14007001400

2
4
0
0

8
5
0

8
5
0

3500

1
4
5
0

9
5
0

3700

15007001500

2
8
0
0

1
0
5
0

1
0
5
0

3700

1
4
5
0

9
5
0

S=1/100

3500

14007001400

2
4
0
08
5
0

3500

1
4
5
0

9
5
0

・・・次工事自家発・電気棟基礎
　　　基礎改良範囲

旧施設底版コンクリート厚250

旧施設底版コンクリート厚250

2190

1
5
0
0

3500

1
9
4
0

10302470

540

1
9
6
0

2350900

2
5
4
0

9
6
0

1
5
4
0

1
9
6
0

106024402310

2
5
0
0

・・・旧施設底版撤去
　　　（コンクリート厚250）

・・・地中梁撤去範囲

※ 引抜工法はオーガケーシング工法とする。

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

F1 基礎 F2 基礎 F3 基礎

70
0

10
0

φ300

50
0

φ300

50
0

5050

φ300

10
0

10
0

50
0

50

70
0

70
0

70
0

15
0

杭 基 礎

五ケ庄三番割地内

φ300F1-1

φ300F1-2

φ300F2-1

φ300F2-2

杭 径 杭 長 適　用本 数

6.0

6.0

6.0

6.0

6本

6本

12 本

12 本

36 本合 計

：撤去範囲（１）

：撤去範囲（２）

（撤去範囲(1)）

（撤去範囲(2)）

（撤去範囲(1)）

（撤去範囲(2)）

（現況地盤より H=5.70m)

（現況地盤より H=4.70m)

400

（現況地盤より H=4.70m)

400 150

（現況地盤より H=5.70m)

（現況地盤より H=4.70m)

令和　７　年度

A-05



A=47.0㎡

仕

仕

仕

仕 仕

仕

E

E

ET

消

E

As

As

As

As

76.49

79.79
81.24

74.05

73.52

空

仕

仕

灯

流量計

散水

M

仕

タイル

仕

仕

仕

As

As

仕 仕

M
M

灯

Gr

灯

As

(71.44)

74.01

(77.48)

77.73

77.69

(77.40)

79.84

76.83

76.69

76.5676.28

78.46
78.41

77.79

(74.42)

(72.76)
Gr

CoCo

Co

Gr
空

仕

NT.1
79.679

NT.2
73.737

NO.4
82.199

NO.3
80.061

NO.2
79.185

NO.1
77.579

H=75.939

6629
6630

66316632

6633
6634

6635

6636

230

6638

231

＜G75 
d=1.50

＞

ガス埋
設資料

が道路
拡幅前

の資料
のため

、埋設
位置が

不確実

KBM.1

②

②

①

①

③

④

S=1:100

工事用進入路計画平面図
S=1/100

1 / 100

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

(77.48)

(77.54)
(78.92)

(76.33)

(76.39)

(71.72)
(72.65)

(74.56) (74.76)(74.80) (75.07)

(75.83)

(75.83)

(71.54)

＜G80 
d=1.50

＞

＜G80 d=0.70＞

③

施工基盤

+75.00

76.27

10.0%

76.00

76.00

77.70

77.70

④

76.11

40
00

76.00

75.50

75.00

1:0.5

工
事
用
進
入
路
築
造
(W=4.00m) L=11.10m

10
00

10
00

1000

1000

進入
防止
柵設
置(
W=7
.0m
)

＋下部足場板

バ
リ
ケ
ー
ド
設
置L=4.0m

進入防止柵(W=7.0m)
S=1/20

W=7000

バリケード
S=1/20

1800

1
8
0
0

1
3
5
0

1 - 1　断面図

As grCo

+75.00

As舗装

表　　層（再生密粒度ｱｽｺﾝ t=5cm）

路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-30 t=10cm）

S=1/20

1
0
05
0

宇治市

+75.22

+77.70

34001240

4640

+76.11

+75.00

10.0%

+77.70

11100

2
7
0
0

ＧＭ

ＧＭ  ：交通誘導員

33
92

足場板

宇治市 建設部 施設建築課

第一配水池

進入路縦断図

進入路横断図（狭隘部）

五ケ庄三番割地内

【進入路舗装構成】

仮設計画

工事用進入路計画平面図

五ケ庄第１配水池解体工事

アスファルト舗装　　　　A= 47.0㎡

バリ
ケー
ド設
置
＋下
部足
場板

L=18
.0m

As

進入路
工事用進入路築造 L=11.10m As舗装

As

1:
0.
5

1:0.5

1:0.5

As

As

防塵シート

（東面・南面）
単管下地防塵シート張

法面築造

法面築造

法面築造

枠組本足場(北面・西面)
建枠600 布枠500 ＋

令和　７　年度

A-06



立 面 図
S=1/100

1 / 100

立面図

第一配水池

第一配水池 第一配水池

第一配水池

GL▽+77.57

東 側 立 面 図

外部仕上：複層塗材ＲＥ

GL▽+77.73

西 側 立 面 図

外部仕上：複層塗材ＲＥ

南 側 立 面 図

外部仕上：複層塗材ＲＥ

北 側 立 面 図

外部仕上：複層塗材ＲＥ

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

令和　７　年度

A-07



計 画 断 面 図（1）
S=1/100

DL=70.00

DL=70.00

1 - 1　断面図

第一配水池

第一配水池
第三配水池

gr

gr

As

As

As gr

gr

gr

gr

As

As

AsCo

Co

GH= 77.58

2 - 2　断面図
GH= 79.19

+75.00

+75.00

第三配水池

1 / 100

計 画 断 面 図（1）

+76.50埋戻し

+76.50埋戻し
：存置部(別工事にて撤去)

：既存残置物

（残置）

（残置）

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

：撤去範囲（１）

：撤去範囲（２）

防塵シート張

防塵シート張

+76.50 1:0.5

1:0.5

+防塵シート

+防塵シート
枠組本足場 建枠600 布枠500

枠組本足場 建枠600 布枠500

令和　７　年度

A-08

単管下地

単管下地



第一配水池

第一配水池 第二配水池

As

As

gr

AsAsAs

gr

仕M

計 画 断 面 図（2）
S=1/100

DL=70.00

DL=70.00

3 - 3　断面図

4 - 4　断面図

1:0.5

+75.00

工事用進入路

1:0.5

+75.00

1 / 100

計 画 断 面 図（2）

+76.50埋戻し

+76.50埋戻し

：存置部(別工事にて撤去)

3700

：既存残置物

（残置）

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名 五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

：撤去範囲（１）

：撤去範囲（２）

単管下地
防塵シート張

防塵シート張
単管下地

令和　７　年度

A-09

枠組本足場 建枠600 布枠500
防塵シート

枠組本足場 建枠600 布枠500
防塵シート



6,000

18,500
1 2 3 4

6,500 6,000

A
B

C

1
3,
3
00

7
,0
0
0

6
,3
0
0

5
0
0

2
,
30
0

6
5
0

5
0
0

6
5
0

2,300
5006505@200=1,000

50
100

50
10
0

50
10
@
20
0
=
2,
0
00

1
00

 F1   D16D16

D16

2
50

1
,
45
0

20
0

5
0

200 2,300 200

50
0

2
,
4
00

7
0
0

5
0
0

7
00

3,500

550

1
0@
2
00
=
2
,0
0
0

 F2'   

200 3,500 200

2
5
0

1
,2
0
0

1,200 1,500150100

1
0
0

1
0
0

1
001
00

D16 D16

D16

5
0
0

2,
8
00

9
00

5
0
0

3,700

500

1
2
@2
0
0=
2
,4
0
0

 F3   

200 3,700 200

8@200=1,600150

100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

D16D16

1
0
0D16

90
0

450900

基礎配筋図 

S=1:50 

5
00

9
00

5
0
0

9
0
0

2,800

500

1
2@
2
00
=
2
,4
0
0

 F2   

200 2,800 200

900 6@200=1,200100100

1
0
0

1
0
0

1
0
01
0
0

D16D16

D16

2
,
8
00

1,
2
0
0

2
5
0

50

2
0
0

6,000

18,500
1 2 3 4

6,500 6,000
A

B
C

1
3,
3
00

7
,0
0
0

6,
3
0
0

2
,
3
00

2,300 3,500

2
,
4
00

3,700

2,
8
00

6,000 6,500 6,000

3,000 3,000 3,250 3,250 3,000 3,000

1,500〃 〃 1,5001,625〃 〃 1,6251,500〃 〃 1,500

1,
5
00

1,
6
50

1
,6
50

1
,5
0
0

1
,
5
00

2
,
00
0

2
,0
0
0

1,
5
0
0

RF 梁伏図 S=1:100

1F 梁伏図 S=1:100

GF
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O C
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B ・ D

上   端

S ・ T

下   端

400 x 800
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D10@150
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O C
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S ・ T

下   端

300 x 700

3D22  2D22

2D22  3D22

D10@150

同  左

〃

〃
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通気パイプVPΦ50　

（18ヶ所）

ラ－メン配筋図 S=1:50 

図　　示

　配水池配筋図(1)

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

令和　７　年度

A-10



1/50

　配水池配筋図(2)

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

令和　７　年度

A-11



1/50

　配水池配筋図(3)

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

令和　７　年度

A-12



埋設参考図

1/100

埋 設 参 考 図
S=1/100

底版残置想定範囲

厚250

厚250

底版残置想定範囲

厚250

底版残置想定範囲

厚250

平　　面　　図

Ａ － Ａ 断 面

Ａ Ａ

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

※ 本図は、既設第一配水池築造時に撤去した既存構造物の竣工図であり参考とする。

・・・今回撤去範囲を示す。

・・・想定される底版残置範囲を示す。

底版残置想定範囲

令和　７　年度

A-13



外 構 構 造 図

図　示
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コンクリート 基礎砕石 RC-40
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100

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

外 構 構 造 図

五ケ庄三番割地内

（一部撤去 L=7.5m）

（一部撤去 L=7.5m） ※存置

※存置

（撤去）

※存置

（一部撤去 L=7.5m＋7.5m) （一部撤去 L=34.5m+19.2m)

令和　７　年度

A-14

※存置



宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄第１配水池解体工事業 務 名

業務箇所 宇治市 五ケ庄三番割地内

図面種類

縮　　尺

図面番号 M-01

　機械設備工事特記仕様書

建設設備工事特記仕様書

工事名称

工事場所

工事範囲

Ａ.

２.解体撤去工事

 （受配７-１）五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市五ケ庄三番割地内

１.仮設工事

第１配水池（本体）及び付帯設備の解体撤去、水道施設撤去工事

解体除却物及び範囲については、事前に監督職員の立会いの上、確認する。

着工前に建物の構造・規模を十分調査し、危険のないよう実施すること。作業は、騒音・振動・防塵等の防止対策をたて、低振動低騒音

工法（油圧によるかみ砕き工法等）とし、作業中は十分な散水を行う。

１.確認

２.解体作業

３.機器・備品

４.地中埋設物

５.発生材処分

［解体撤去工事］

解体除却物内に残っている機器・備品等は監督職員と協議して処分する。

（１）本工事における発生材は全て場外処分とし、敷地内での焼却処分は一切行ってはならない。

（２）処分場所は、公的許可を得た処分場とし、（下記以外の場合は事前に監督職員と協議する。廃棄物処理計画書及び報告書、

　　 マニフェストＥ票の写し等の必要な書類を提出する。

（３）センサス（再生資源利用計画書（実施書）及び再生資源利用促進計画書（実施書）を提出する。

（４）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」による産業廃棄物の収集運搬車に係る表示及び書面を備えつける。

（５）工事完成時に産業廃棄物の収集運搬車輌への表示状況が確認出来る写真を提出する。

（６）処分方法

　　　・非飛散性アスベスト含有成形板及び石綿管については、（財）宇治廃棄物処理公社にて処分する。

　　　・鉄筋、鉄骨、金属等はスクラップとする。

　　　・鉄筋コンクリートは鉄筋とコンクリートに分類し、鉄筋についてはスクラップ場へ持って行く。

　　　・その他のものについては、公的許可を得た処分場にて適切に処分する。

　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄ塊については、再資源施設へ搬出すること。また、発生木材については可能な限り再資源施設へ搬出する。

地中埋設物（基礎・土間・各設備配管）についても、全て撤去する。※撤去対象範囲（図示）

６.産業廃棄物税 「京都府産業廃棄物税条例」に基づき導入される産業廃棄物税（以下「産廃税」という）は、京都府内の最終処分施設に搬入される産業

廃棄物について課税されるものです。また、中間処理施設に搬入される産業廃棄物においても、リサイクル後の処理残滓等が最終処分

施設に搬入される場合は、最終処分場に搬入される量に対して課税されます。尚、本工事に対しても、産廃税相当額を見込んでいます。

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書

　　　（機械設備工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（機械設備工

　　　　事編）令和４年版（以下「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４

　　　　年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

　　２）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び各工事の標準仕様書による。

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　　　※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

１.一般事項

２.特記事項

Ｂ.

工事概要

特記事項

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

●配管材料

　（図面特記部分は除く）

○水道直結方式　　○高置タンク方式　○水道直結増圧方式(水道用直結加圧形ポンプユニット)

屋内配管

地中配管［屋内］　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

　　　　　　　　　　○水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）（※１種　○２種）

　　　　　　　　　　（接合方法　 ※メカニカル　○電気融着）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

○給水方式

○ポンプ直送方式(小型給水ポンプユニット)　注：既設受水槽1ton再利用

　　　　　　　　　　○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＢ、ＳＧＰ－ＦＰＢ）

給

水

設

備

○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ、ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　　　　　●水道用ダクタイル鋳鉄管

　　　　　　　　　　●水道用ダクタイル鋳鉄管

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

○現地表示式（直読式）

○遠隔表示式（パルス式）

○量水器

○水栓柱

○不凍水栓柱（　　　　　　　　　　　）

○ステンレス製（　　　　　　　　　　　）○アルミニウム合金製（　　　　　　　　　　　）

○合成樹脂製（７０ｘ７０ｘ１３００Ｈ）

特記なき場合、水栓取付け高さは約６００とする。

○管の埋設深さ １）一般敷地　　　　　○３００ｍｍ　　　○

２）構内車両通路　　　○６００ｍｍ　　　○

３）寒冷地では凍結深度以上とする。

○良質土　　　○再生コンクリート砂　　　○山砂

○不要　　　○必要（○別途　　○本工事）

○本工事（○舗装本復旧まで　○舗装仮復旧まで）　　○別途工事○本管引込工事

○加入金・負担金

○緊急遮断弁装置 ○　不要○必要

駆動方式 ○機械式○電気式

○埋戻し及び盛土

地中配管［屋外］　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

　　　　　　　　　　○水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）（※１種　○２種）

　　　　　　　　　　（接合方法　 ※メカニカル　○電気融着）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ、ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

○　●　配水池付帯設備　撤去

給

水

設

備

そ

の

他

仕切弁室（φ600・φ350）撤去

水位計蓋（17㎏×１箇所）撤去

振止め金具（２箇所）撤去

人孔蓋（50㎏×２箇所）撤去

●配管材料

　（図面特記部分は除く）

　　　　　　　　　　●水道用ダクタイル鋳鉄管

仕

配水池水位計

仕切弁室（φ600・φ350）

撤去

撤去

撤去

備考名称記号凡例

ダクタイル鋳鉄管（DIP Kφ600(２箇所)・DIP Kφ500・DIP Kφ350(２箇所)）撤去

ダクタイル鋳鉄管（DIP K)φ600・500・350

○　●　

○　●　

○　●　

○　●　

令和　７　年度
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池内撤去対象設備
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池内残置構造物

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

M-02

振止め金具　2箇所　撤去

外部梯子（SUS製）撤去

（越流管φ350）撤去 （排泥管φ350）撤去

撤去

φ500 撤去

流出管φ250(存置)

Φ600撤去

通風塔φ300　撤去

通風塔φ300 撤去

流出管φ250

流出管φ250

流出管

屋上 水位計蓋φ300 撤去 屋上 人孔蓋φ600　撤去

屋上 人孔蓋φ600　撤去

　足掛金物（SUS）１箇所

　足掛金物（SUS）１箇所

フランジ取外し φ250 N=2

フランジ蓋設置 φ250 N=2

撤去（φ600栓 設置）
連通管 DIP-Kφ600

撤
去
（
φ
50
0
管
帽
 設
置
）

流
入
管
 
DI
P
-K
φ
50
0

越流管 DIP-Kφ350
撤去(φ350管帽 設置)

撤去（φ600管帽 設置）
流出管 DIP-K φ600

排泥管 DIP-K φ350
撤去（φ350管帽 設置）

流入管

連通管
φ600 撤去

越流管φ350撤去

排泥管φ350撤去

流入管φ500 撤去

（流入管φ500）撤去

屋上 防水シート（撤去）

（躯体 撤去後埋戻し レベル+76.50）

第１配水池付帯設備撤去図

令和　７　年度



S=1/100

1/100

（撤去）配水管 DIP-Kφ600

（撤去）排泥管 DIP-Kφ350

（撤去）連通管 DIP-Kφ600

（
撤
去
）
流
入
管
 
D
I
P
-
K
φ
5
0
0

（撤去）排水管 DIP-Kφ350 

池
外
撤
去
 
L
=
3
.
6
m
 
D
p
=
1
.
3
m

DI
P-
K 
栓
 φ
60
0（
取
外
し
工
）

（特殊割押輪付）

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

仕

仕

仕
仕

仕

E

E

ET

消

E

As

As

空

EM

M
灯

消

E

As

灯

流量計

散水

M

仕
タイル

仕

仕

仕

As

As

仕

M
M

ボーリング位置

灯

Gr

Gr

灯

As

Co

CoCo

Gr 空

仕

NT.1
79.679

NO.380.061

NO.279.185

NO.177.579

KBM.1H=75.939

6631
6632

6633
6634

6635

6636

230

6638

G 75
  d=
1.50

G 80
  d=
1.50

G 80  d
=0.70

A

第二
配水
池流
出管
φ60
0

第二
配水
池送
水管
（宇
治系
）φ
500

1070

1030

4205

PC
L +7

6.36
2

300

配水管φ600

排水管φ350

連通管φ600

M

D

E

H

排水管　VPφ100

暗渠工φ200

Φ350

Φ250

Φ250

Φ
50
0

Φ350

Φ600

Φ600

五ケ庄三番割地内

宇治市 建設部 施設建築課

M-03

フランジ蓋設置φ250 N=2箇所

（撤去）仕切
弁Φ600

池
内
撤
去
 
L
=
2
.
6
m

土
留
工
1
.
8
m
＜
H
≦
2
.
0
m

支
保
工
1
段
 
　
L
=
3
.
6
m

土留工2.0m＜H≦2.3m 支保工2段

DIP-K メカ帽 φ500

池外撤去 L=0.8m Dp=0.6m
池内撤去 L=3.1m

（存置）流出管φ250

（フランジ取外し）

池内撤去 L=7.0m池外撤去 L=1.7m Dp=0.4m

（
特
殊
割
押
輪
付
）

D
I
P
-
K
 メ
カ
帽
 
φ
3
5
0

（撤去）仕切
弁Φ350

池内撤去 L=1.0m池外撤去 L=7.0m Dp=1.7m

L=7.0m

（
特
殊
割
押
輪
付
）

D
IP-
K 
メ
カ
帽
 
φ
3
50

土留工2.0m＜H≦2.3m 支保工2段
池内撤去 L=1.1m

池外撤去 L=8.0m Dp=1.5m

L=8.0m

（
特
殊
割
押
輪
付
）

DIP-K メ
カ
帽
 φ
600

第１配水池

第１配水池周り配管撤去図

仕

仕

第１配水池周り配管撤去図

令和　７　年度



表　　層（再生密粒度ｱｽｺﾝ        ）t= 5cm

上層路盤（再生粒度調整砕石 RM-30        ）

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-30         ）t=20cm

t=10cm

場内舗装構成
S=1/10

2
0
0

1
0
0
5
0

アスファルト舗装

図　示
2
0
5
0

2050

1200

2
3
5
0

2
0
0

1
9
5
0

2
0
0

3
0
0

1
3
5
0

3
0
0

2350

200 1950 200

300 1350 300

仕切弁室構造図
S=1/20

2
0
0

1
6
5
0

2
0
0

3
0
0

1
0
5
0

3
0
0

1650 200

300 1050 300

200

φ600（撤去）

1200

マンホール斜壁 600

マンホール斜壁 1200
マンホール斜壁 600

マンホール直壁 1200

2
0
0

6
0
0

6
0
0

1
0
9
0

4
0
0

2
8
8
0

2
0
0

6
0
0

3
0
0

7
5
0

4
0
0

2
2
5
0

8
0
0
0

屋外電灯構造図（撤去）
S=1/50

2000

4
0
0

土
被
り
 
1
3
8
0

土
被
り
 
1
2
5
0

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名五ケ庄第１配水池解体工事

外構構造図（付帯設備撤去）

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

M-04

※仕切弁室φ350 撤去

φ500（存置）

600

2
0
0

800

1
6
0
0

1
4
0
0

令和　７　年度



 

中　
　

央
（
宇
治
浄
水
場
）

項　
　

目

ロガー

ＬＣＤ

L

記号 名　　称 備考

水位

流量F

A

Q

警報設定器

積算計

ISOアイソレータ

避雷器

ＤＢ ディストリビュータ

電磁式流量計

投込式水位計

レベルスイッチ

中継箱

変換器

R ペーパーレス記録計

ＬＡ

宇治浄水場より

緊急遮断弁

緊急遮断弁

配　水

配　水 森本ポンプ場より
Ｍ

五
ケ
庄
配
水
池
及
び
五
ケ
庄
ポ
ン
プ
場

送
水
ポ
ン
プ
制
御
盤

五
ケ
庄
配
水
池
及
び
五
ケ
庄
ポ
ン
プ
場

計
器
盤

高
峰
山
配
水
池

計
器
盤

ＬＡ

ＦＩ
ＩＳＯ

ＬＡ

高
峰
山
配
水
池

緊
急
遮
断
弁
制
御
盤

ＩＳＯ

ＡＱＩＡ

遮断弁
制　御

ＬＡ

高
峰
山
配
水
池

現
場
盤

高
峰
山
配
水
池

現
場
盤

高
峰
山
配
水
池

電
動
弁
盤

ＺＩ

電動弁
制　御

ＬＡ

1,000m
3

2,000m
3

Ｔ　Ｍ　（子　局）

ＬＩ

ＬＡ

ＬＩ

ＩＳＯ

ＬＡ

分流器分流器

ＩＳＯ

ＬＡ

ＬＡ

分流器

ＬＡ

ＦＩ

分流器

ＬＡ

ＬＩ

分流器

2,000m
3

1,000m
3

2,000m
3

№1 №25,000m
3

ＤＢ ＤＢ

Ｔ　Ｍ　（子　局）

ＬＩ

1,000m
3

2,000m
3

五ケ庄

配水

五ケ庄

分流器

ＤＢ ＤＢ

Ａ
Ａ

ＬＩ

分流器

ＬＩ

分流器

満水渇水

ＦＩ

ＩＳＯ

ＬＡ ＬＡ

ＬＩ

分流器

ＬＡ

ＬＩ

分流器 Ａ

ＩＳＯ

ＩＳＯ

ＬＡ

１ ２ ３ ４ ３ ４

１

２

ポ　ン　プ　制　御　回　路

Ａ ×3

1台目運転
2台目運転
3台目運転

渇水
渇水解除

(渇水解除)

ＮＴＴ　専用回線

森本ポンプ場へ

ＤＢ

上限･下限

3

配
水
池
５
０
０
０
ｍ

上
限･

下
限

配
水
池　

渇
水

3

配
水
池
５
０
０
０
ｍ

水
位

3

配
水
池
２
０
０
０
ｍ

水
位

配
水
池　

上
限･

下
限

緊
急
遮
断
弁

全
開
・
全
閉

五ケ庄配水池及び五ケ庄ポンプ場 高峰山配水池

3

配
水
池
１
０
０
０
ｍ

水
位

3

配
水
池
１
０
０
０
ｍ

水
位

3

配
水
池
２
０
０
０
ｍ

水
位

配
水
流
量

高峰山配水池 五ケ庄配水池及び五ケ庄ポンプ場

配
水
流
量

緊
急
遮
断
弁

全
開
・
全
閉･

故
障

流
入
電
動
弁　

開
度

流
入
電
動
弁

全
開
・
全
閉･

故
障

高峰山配水池

上限･下限

ＬＡ

ＬＩ

ＬＡ

ＦＩ

2,000m
3

高峰山

1,000m
3

高峰山

五ケ庄配水池及び五ケ庄ポンプ場 高峰山配水池

現　
　

場

：は更新を示す。

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内宇治市

NONE

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

計装フローシート

：は撤去を示す。

※防波管も撤去対象
（別途土木工事）

P1

P2

P3

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＦＩ

分流器

送
水
ポ
ン
プ

運
転･

停
止･

故
障

吐
出
弁

全
開･

全
閉･

故
障

送
水
流
量

五ケ庄配水池及び五ケ庄ポンプ場

中
央
強
制

運
転･

停
止

宇治市 建設部 施設建築課

M-05

令和　７　年度



6000 6000

C B A

5
50
0

2
80
0

1

2

Ｍ

Ｍ

Ｍ

2
7
00

C B A

6000 6000

+75.5

Ｍ

12

LWL+77.1

GL+78.4

+82.4

B

平面図　S=1:50

A-A断面図　S=1:50 B-B断面図　S=1:50

B

A

8
0
0

61
0
0

1
2
00

5500

UP

GL+78.4

A

備　考

中継端子盤

計装盤

テレメータ盤

送水ポンプ制御盤

番 号 盤　　名　　称

盤 名 称 表 

盤 No.

1

2

3

4

6000

B A

B

A

1 2 3

B

平面図　S=1:50

（歩廊上部）

場内へ

4

1 2
3

３号送水ポンプ
30
M

ＰＳ
２号送水ポンプ

30
M

ＰＳ
１号送水ポンプ

30
M

ＰＳ

１号送水ポンプ吐出弁
0.2
M

ＬＳ

２号送水ポンプ吐出弁
0.2
M

ＬＳ

３号送水ポンプ吐出弁
0.2
M

ＬＳ

床排水ポンプ
0.4
M

排気ファン
0.4
M

１号給気ファン
0.4
M ２号給気ファン

0.4
M

4

露出配管配線

埋込配管配線

ピット・ダクト配線

線種 名称

配線凡例

ラック配線

地中埋設配線

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内宇治市

1/50

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

ポンプ室平断面図（撤去）

ＮＴＴ引込点へ

ポンプ室分電盤5

5

宇治市 建設部 施設建築課

M-06

１．特記無きは既設を示す。

注記

：撤去部分
CVVS-S 2sq-sc 1.3+1.6=2.9(m)

第 ２ 配 水 池

ポンプ室

令和　７　年度



備　考

電灯変圧器盤

動力変圧器盤

高圧受電盤

番 号 盤　　名　　称

盤 名 称 表 

盤 No.

1

2

3

注記

２．特記無きは既設を示す。

M

仕

仕

仕

仕

仕 仕

E

E

ET

消

E

仕

As

As

As

As

As

As

As
As

As

As

雨

信

仕

仕

仕

E

信

信

4-2

信

照

照

照

照

案

E

85.70

86.13

86.31

86.56

86.77

86.83

86.73

86.79
86.77

76.49

78.32

79.79

81.24

83.50

86.10

86.27

74.05

73.52

73.23

第四新田橋

空

Co

Co

Gr

Gr

Gr

Gr

Gr

Co

Co

Gr

E

E

灯

V
P
25
0

弓道場

As

EM

EM

M

灯 消

E

仕

仕

As

灯

流量計

散水
M
仕 タイル

仕

仕

仕

As

As

As

As

仕

仕

仕

M

仕

仕

M

M

ボーリング位置

E

灯

(72.09)

Gr

Gr

(71.54)

(71.72)
(72.65)

灯

灯

As

As

Gr

Gr

Gr

(71.44)

74.01

74.57

75.64

(75.56)

76.20

75.84

(77.48)

77.7377.69

(77.40)

(77.48)

(77.54)

(78.92)

(79.35)

83.33

83.31

79.29

83.31

(83.06)

83.33 (83.07)

(83.09)

83.36

83.45

83.35

83.00

83.43

79.84

77.20

76.83

76.69

(76.33)

(76.39)

78.98

76.56

76.28

(74.76)

(75.83)

81.51

80.70

78.46

78.41

77.79

(74.42)

(74.56)

(74.80)

(75.07)

(75.40)

(77.09)

(75.83)

(75.58)

(77.71)

(80.99)

(75.37)

(72.76)

82.30

(81.95)

(80.69)

83.38

Gr

Co

Co

Co

Co

Co

Gr

Gr

空

仕

NT.1
79.679

NT.2
73.737

ST-8
86.268

ST-7
86.829

NO.6
86.679

NO.5
86.562

NO.4
82.199

NO.3
80.061

NO.2
79.185

NO.1
77.579

NO.7
83.390

KBM.1
H=75.939

6629

6630

6631
6632

6633

6634

6635

6636

230

6638

231

6640

233

1795

8301

8302

8303

8304

8305

6900

8342

1032

1031

1030

1029

1028

1027

6073

6072

G 
75
  
d=
1.
50

G 
80
  
d=
1.
50

G 
80 
 d
=0.
70

配水流量計

送水流量計

（1000ｍ ）

配水池水位計

（2000ｍ ）3

3

プルボックス（SUS-WP）

３００×３００×１５０

ＰＡＳ

盤基礎

３３００Ｗ×２４００Ｄ×４００Ｈ

照明分電盤

配水池水位計中継箱

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内宇治市

1/200

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

場内平面図（撤去）

配水池水位計

配水池水位計中継箱

E

（5000ｍ ）3 （防波管ＶＵ２５０別途土木）

（5000ｍ ）3 （防波管ＶＵ２５０別途土木）

中継端子箱

（防波管ＶＵ２５０別途土木）

保安器箱

1

2
3

ＮＴＴ引込点

露出配管配線

埋込配管配線

ピット・ダクト配線

線種 名称

配線凡例

ラック配線

地中埋設配線

架空配線

GL+100立上げキャップ止

配水池水位計（北）

配水池水位計（南）

配水池水位計（北）中継箱

配水池水位計（南）中継箱

宇治市 建設部 施設建築課

M-07

１．  　  　 は撤去を示す。

1.1
m
0.4
m

0.9
m

16.
4m

6.3
m

0.5
m

1.4
m

令和　７　年度



中継箱

注記

１．      は今回撤去ケーブルを示す。

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内宇治市

NONE

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

配線系統図（撤去）

２．特記無き電線管は厚鋼電線管を示す。

３．特記無きは既設を示す。

高圧受電盤

引込柱

ＰＡＳ

動力変圧器盤 照明変圧器盤

Ｃ
Ｖ
Ｖ
　
２
ｓ
ｑ
－
１
０
ｃ

６
ｋ
Ｖ
 Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
３
８
ｓ
ｑ
（
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０
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０
ｓ
ｑ
－
３
ｃ
 Ｉ
Ｖ
１
４
ｓ
ｑ
（
７
０
）

３０

１
号
送
水
ポ
ン
プ

Ｍ

Ｃ
Ｖ
Ｖ
　
２
ｓ
ｑ
－
２
ｃ
（
２
２
）

同
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圧
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リ
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ス
イ
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ｃ
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２
ｓ
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１
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送
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ン
プ
吐
出
弁
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建物名称 

　２　建物概要

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

　

五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

E-01

-

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

○コンデンサ盤 ○系統連系保護制御盤

受
　
　
　
　
変
　
　
　
　
電
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

※工事関係書類

※履行報告

※工事写真

名　　　称

○完成図

○完成図

○施工図

○機器完成図等

○諸官庁提出書類

○原図

○完成写真

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

一

般

事

項

※完成図書

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法

１）｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理計画書｣を監督職員に提出する。

２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理

　報告書｣により監督職員に報告する。

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※電気工事士

※工事用電力・水その他

※官公署への手続き

※工事用仮設物

※足場・作業構台

※監督職員事務所

※監督職員事務所に

　備え付ける図書

※建設副産物の処理及び

　建設発生土の処理

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　使用する機材が、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設

備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章

第４節１．４．２（２）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが

できる。

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

　本工事の施工に当たっては、請負契約書第１０条に規定する現場代理人は、主任技術者又は監

理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。

本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

構内につくることが　※できる　　○できない

別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途）

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

○建設副産物の処理　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物

　 右記のほか、

　　 現場説明書による。

○建設発生土処分

　　 現場説明書による。

　 右記のほか、

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項　　施工調査

　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認

　　　　　　　　　・施工範囲等の確認

　　確認範囲

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ

　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

金文字製本

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

副　　本

完成図

アルバム綴り

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

委譲するものとする。

※著作権等

※付属品及び予備品

○耐震施工 １）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

○工事範囲

○電気方式

○配電盤形式

○監視方式

○基礎

○付属品等

○その他

○換気扇を設ける場合は回転センサ付とする。（盤面警報ランプ共）

○盤内照明器具はＬＥＤとする。

○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

　盤内に予備限流ヒューズを収納する。

○本工事　　　○別途工事　　　○既設

○警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）

○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）

○変圧器盤

○屋内キュービクル式配電盤　　　○屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

○配管　　　○配線　　　○機器取付

電
　
　
　
　
　
　
灯
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
備

大きさ

Ａ４版

Ａ４版

部　数

１　部

２  部

２  部

２　部

１  式

１  部

２  部

○変圧器の規格 〔グ〕 １）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が

　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を

　満たすものとする。

　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ

低圧　　　　○三相３線式２００Ｖ　　　　○単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ

高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

　工事科目

　 医療関係設備

営繕工事契約関係提出書類書式集◆一覧表により提出。

 　電灯設備

　 動力設備

　 雷保護設備

　 受変電設備

　 電力貯蔵設備

　 発電設備

　 構内情報通信網設備

　 構内交換設備

　 情報表示設備

　 映像・音響設備

　 拡声設備

　 誘導支援設備

　 テレビ共同受信設備

　 監視カメラ設備

　 駐車場管制設備

　 防犯・入退室管理設備

　 火災報知設備

　 中央監視制御設備

○甲　○乙

○甲　○乙

○甲　○乙

○甲　○乙

備　　　考耐震安全性の分類消防法令別表第一延床面積(ｍ２)階　　　数構　　　造

　２　特記事項

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

　１　一般事項

【特記事項】

　３　工事科目 ●印をついたものを適用し、各一式とする。

【工事概要】

　　　　工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和４年版」

　　　　（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和４年版」による。

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により計算を行い、監督職員に報告し承諾を

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。

注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物

　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

　　　　○配電盤　　　　○直流電源装置　　　○自家発電装置　　　○交換機

　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　○自動火災報知装置

水　　槽 水　　槽

1 . 5

1 . 0

1 . 0

○一般の施設○特定の施設

2 . 0

1 . 5

1 . 5

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所

設  置  場  所

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

○特定の施設 ○一般の施設

重要機器 一般機器

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 0 . 6 ( 1 . 0 )

 0 . 4 ( 0 . 6 ) 0 . 6 ( 1 . 0 )

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 1 . 5 ( 2 . 0 ) 1 . 5 ( 2 . 0 )

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 0 . 6 ( 1 . 0 ) 1 . 0 ( 1 . 0 )

 1 . 5 ( 1 . 5 )

 2 . 0 ( 2 . 0 )

重要機器 一般機器

寸　法

接　続

アンカーボルト

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

電動機への接続は、本工事とする。

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

電　 線　 管

最上階の埋込配管

○予備配管

○ボックス 樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

○ねじなし電線管

１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの

を原則とする。

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

２本天井内まで立上げる。ケーブルラックの床の防火貫通部に（５１）を１本以上立上げる。

の承諾を受けて変更することができる。

　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

　は、厚鋼電線管とする。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職員

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を

その他

和　室

○ＰＦ管　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

　　　　　とする。

　　　　　分電盤等の２次側で第１ボックスまでは(※鋼製電線管 ○ＰＦ管)

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

ＥＭ－アクセスフロア

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ

チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用

ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（

ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ

レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

を示す。

ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に

よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含ま

　ない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）

○風圧力（耐風力）

○風圧力に対する性能

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職員

に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ２５）

○床配線器具等 床用配線器具の形式は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　二重床　　　※インナー形　〇飛び出し形　〇内部固定形　〇外部固定形

　二重床以外　※飛び出し形　〇引出し形　　〇内部固定形　〇外部固定形

　　（フロアベースは水平高低調整式（空転防止リング付）　※砲金製　〇アルミ製とする。）

注７　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものと

　　　し、卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築

　　　　　　　　工確認試験」による。

　　　確認強度　監督職員との協議による。

雷
 
保
 
護
 
設
 
備

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

動
　
　
　
　
力
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

○配管　　○配線　　○機器取付

○する　　　○しない

○監視方法

○ＲＰ又はＭＰ形照明

　器具

○非常用照明の形式

○フロアコンセント

○一般照明の照度測定

○照明用ポール

○分電盤等

○工事範囲

○電気方式

○制御盤

○インターロック

○インバータ装置の

　規約効率

○工事範囲

○保護レベル

○受雷部システム

○接地システム ○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ⅰ　　　○Ⅱ　　　○Ⅲ　　　○Ⅳ

○配管　　　○配線　　　○機器取付

　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

○警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視

分岐　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

幹線　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

実施

○開閉器を設ける(○配線用遮断器○カットアウトスイッチ)　　○開閉器を設けない

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロアー用

○電池内蔵形　　　　○電池別置形

されている場合は、ＳＵＳを適用する。

　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

○構造体利用接地極（構造体底盤部の大地抵抗率測定のための大地抵抗率測定用補助接地極を　

　　　　　　　　　　〇設ける　○設けない）　

　による１極サイズのものとする。

２）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は

３）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

（○警報接点付　○警報接点無）とする。

１）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

２）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。

３）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を盤面に表示（○させる　○させない）

空調機を停止させる。

　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、制御盤で

 電動機出力（kW ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 電動機出力（kW ）

0 . 4

86 . 0

0 . 75

88 . 5

1 . 5

92 . 0

95 . 5

2 . 2

93 . 0

95 . 5

3 . 7

94 . 0

95 . 5

5 . 5

94 . 0

95 . 5

7 . 5 11

15 18 . 5 22 30 37 45

95. 0 95 . 5

○機器内配線等

○再使用機器

○照明制御による効果の

　評価

○多重伝送制御システム

○ＬＥＤ制御装置の種類

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。センサー設定器を附属させる。

２）復旧はモルタル補修までとする。

共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　を使用する。

下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

　○分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　○開閉器箱　　　○制御盤

　○キュービクル式配電盤　　　○直流電源装置

　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え

掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。

屋外の盤類・開閉器箱

屋外のプルボックス

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製

分岐　　　○単相２線式　　○１００Ｖ　　　○２００Ｖ

　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

　図面特記があるものを除き、ＬＥＤ照明器具の制御装置の種類は、調光信号線が接続された器

具にあってはＬＸ又はＬＺ、それ以外はＬＮ又はＬＪとする。

94 . 5 94 . 5

95 . 5 95 . 5

55 75

　〇風力発電装置　　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　○太陽光アレイ及び接続箱

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編

○アスベスト成形板の処理等（以下のほか、現場説明書による）

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（最新版）」による。

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

３）小黒板情報電子化については、現場説明書による。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

注６　重要機器（水槽類含む）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

　一般社団法人日本照明器具工業会技術資料１３０「照明制御装置による消費電力削減効果の評

価手法」により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

　ＯＡ盤の端子盤部に　○通気口　○冷却ファン　を設ける

詳細は現場説明書による。

　　得る。

　 構内配電線路

　 構内通信線路

　 電波障害調査

　 撤去工事

◆宇治市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照　 　 　 　   　 　 　 < h t t p : / / www. c i t y . u j i . k y o t o . j p >

標準仕様書によるほか、別表による。

アンカーボルト、全ネジ及びナットは、下記による。

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

○照明制御装置

工事区分を記載
例：新営

全館無人改修

執務並行改修

　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）「８．１２．７ 施

　電気設備工事特記仕様書ー１

建　物　名

　１　工事場所  宇治市五ケ庄三番割地内

五ケ庄第１配水池

●

●

●電線類

●電線管

●屋外（○屋上を除く）　○屋内居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　●屋内機械室・電気室　〇廊下

●電線本数、管路等

●フラッシュプレート

○樹脂製　　　●金属製（●新金属製　○ステンレス製）

●機器

　屋外・多湿室等　（○溶融亜鉛メッキ　　　●ＳＵＳ）

　その他　　　　　（○一般品　　　●ＳＵＳ　　　　○　　　　　　）

●あと施工アンカー 施工後確認試験　○行う　●行わない　

●はつり

●その他

●ＳＵＳ　　　　○鋼板製

●工事範囲 ●配管　　●配線　　●機器取付

●電気方式 幹線　　　●単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ

令和　７　年度

電気設備工事特記仕様書-１



宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

　

五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

-
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火
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備

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

○自動閉鎖装置

　　　　　　　　　　○防煙ダンパ用

○工事範囲

○電気方式

○電源装置

○工事範囲

○受信機

　　　　　　　　　　○防火戸用【ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下電磁式またはラッチ式】

電
波
障
害

調
　
査

○施工方法

○工事範囲

○増幅器

　

○保安器用接地

○形式

設
備

映
像
音
響

構
内
情
報

通
信
網
設
備

○車両検出方式

管
理
設
備

防
犯
・
入
退
室

管
制
設
備

駐
車
場

○工事範囲中
央
監
視

制
御
設
備

○ガスの種類

○本工事　　　　○別途工事

構
　
　
　
　
内
　
　
　
　
配
　
　
　
　
電
　
　
　
　
線
　
　
　
　
路

○工事範囲

○連動制御器

○消火ポンプ始動

○機器収容箱

構
 
内
 
通
 
信
 
線
 
路

○光警報装置

○工事範囲

○直流電源装置

　　　（ＵＰＳ）

○工事範囲

○形式

○連続運転可能時間

○発電機

系統連系

パワーコンディショナ出力

逆潮流

交流出力電圧

出力電気方式

○外部移報

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線○施工方法

○工事範囲

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○電子交換機　　○ボタン電話装置

○配管　　○配線　　○機器取付

○工事種類

○工事範囲

○親時計及び付属装置

○子時計

○工事範囲

用途

特記なきものは　　　○ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ　　○○スピーカ

○工事範囲

○工事内容

○テレビインターホン

○トイレ等呼出し装置

○電界強度測定

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

電
力
貯
蔵
設
備

発
　
　
　
　
　
電
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

誘

導

支

援

設

備

拡
　
声
　
設
　
備

情
報
表
示
設
備

構
内
交
換
設
備

○配管　　○配線　　○機器取付

用途　　　○建築基準法用　　　○消防法用　　　○受変電設備専用

その他　　○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

用途　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

方式　　　○一般形　　　　　　○簡易形

○配管　　○配線　　○機器取付

○交流無停電電源装置

○オープン形　　○簡易形　　○キュービクル

○１０時間（乙）　　　○７２時間（甲）　　　○

電気方式　　　　三相３線式

電　　圧　　　　○２１０Ｖ　　　○６．６ｋＶ　　　○４１５Ｖ

定格出力　　　　　　　　ｋＶＡ以上　　　　　　力率　０．８

　　　　　　　　○マイクロガスタービン　○燃料電池　　　　　○コージェネレーション

○原動機

○燃料

○監視方式

○太陽光発電装置

○１００Ｖ

○三相３線式

○有　　　　※無

　　　相　　　線式　　　Ｖ　　　　　ｋＷ以上

○受動　　　○能動

　　　　ｍ２以下（長辺　　ｍｘ短辺　　ｍ）

○２００Ｖ

○単相３線式 ○単相２線式

種　　別　　　　○ガスタービン　　　　　○ディーゼル機関　　○ガスエンジン

定格出力　　　　　　　　ｋＷ（　　　ＰＳ）以上

始動方式　　　　○電気式　　　　　　　　○空気式

冷却方式　　　　○ラジエーター式　　　　○水槽循環式

現地負荷試験　　○行う　　　　　　　　　○行わない

種類　　　　　　○重油　　　○軽油　　　○灯油　　　○ガス（　　　　　）

○燃料小出槽　　　　　㍑

○主燃料槽　　　　　　㍑

○警報盤による代表監視　　  ○中央監視盤による監視

太陽電池 アレイ 公称最大出力　　　　ｋＷ以上

設置可能建築面積

○有　　　　○無

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○ＣＲ　-Ｐ　Ｍ　　○ＣＷ　-Ｐ　Ｍ

○プログラムタイマ（○カード式　　　○キー式　　　○　　　　　　　　　　　）

特記なきものは　　　○ＳＷＡ３３－ＧＰＢ２　　○

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○マルチサイン装置　　　○出退表示設備　　　○時刻表示設備

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする。

　　　　　　○全館放送用（○一般放送　○非常放送）　　　○ローカル放送用

○インターホン

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

キャビネット

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

○工事範囲

医
療
関
係
設
備

○イージーキャビネット　　　　　　　箱　　　○キーボックス　　　○テスター　　　○マンホールフック

○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

受変電設備・盤

○測定のみ　　　○対策工事実施設計書作成まで

○工事前　○工事中　○完成後

　　　　箇所

○測定内容

○測定箇所

○測定時期

○調査範囲

ランプ及びヒューズの予備品は、２０％とする。

○都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

○単独形　○自火報受信機と一体

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○非常電源（蓄電池）　　　○自動火災報知設備と兼用

ＤＣ２４Ｖ

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

　　【別途工事　　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下】

○防火シャッター用

　　【別途工事　 瞬時通電式又は電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下

　　　　　　　　 遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下】

○単独　　　○自火報受信機と一体

　　　回線　【予備電源（蓄電池）内蔵】

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○消火栓一体形　　　○単独形

○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○消火栓箱内押ボタン

○

○盤面に消火ポンプ運転表示灯を設ける。

○副受信機　　　　　窓

　　○単独形　　○複合形

　　○壁掛形　　○自立形

○受信機

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○防犯装置　　　○入退室管理制御装置

○機械警備用配管

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○ループコイル方式　　　　　　○光線方式

○配管　　　　　○配線　　　　○機器取付

○カラー　　　　○白黒

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○工事範囲

○伝送方式

○画像

○工事範囲

○工事種類

○工事範囲

○自動火災報知装置

○自動閉鎖装置

○非常警報装置

○ガス漏れ火災警報装置

○諸警報表示 受信機に諸警報表示窓（　　窓）を設ける。

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○警報盤　　　○監視制御装置○監視方式

○工事範囲

○非接地電源用分電盤

○ナースコール装置 トイレ及び浴室等の

呼出押ボタン

○鋼製　　　○ステンレス製

○防滴　　　○防湿

○有線式　　○無線式

　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装（表層）下面)

　　　　　　○

　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

　測定チャンネルは、監督職員と協議する。

定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

　電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付予定位置、またその周辺で測

○一般構造用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○配管用ステンレス鋼鋼管

○壁面取付形　　○自立形

○圧力配管用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○ＡＭ用　　　　○ＦＭ用　　　　○ＣＡＴＶ

○ＵＨＦ用　　　○ＢＳ用　　　  ○ＣＳ用　　　

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○アンテナマスト

○アンテナ

○工事範囲

○受付呼出し装置　　○誘導音

○通話機能

呼出しボタン

○１窓　○３窓　○５窓　○　　

○

○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○電話式　　　○相互式

○音声誘導装置　検出方式　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）

受信可能な全チャンネルとし、結果報告書を提出する。
設
備

監
視
カ
メ
ラ

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○工事範囲

○ふ設方式

○マンホール及び

　ハンドホール

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

蓋の文字　　○蓋の用途表示は通信とする。　　　　　　○

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

○架空線

○地中線

○ネットワーク伝送方式　　　　○デジタル同軸伝送方式　　　　〇

○余長

○装柱材

○避雷器

　端末処理

○碍子、高圧ケーブル ○一般用　　　○耐塩用　　　○重耐塩用

高圧ケーブルは､受変電設備までの配線経路中、１ヶ所以上で３ｍ余長をとる。

基礎　　○本工事　　○別途工事

○外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗

　装とする。

○外灯

○一般用　　　○耐塩形

○屋外形　　　○耐塩形

　ハンドホール

○マンホール及び

電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

　　　　　　○

埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装下面)

　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

○オプション等の試験は、監督職員の指示による。

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

○その他

○電気方式 高圧

低圧

○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）○ふ設方式

○区分開閉器

○制御電源用変圧器内蔵

○耐中塩じん用　　　○耐重塩じん用

○引外し装置付き（ＳＯＧ形）　　○引外し装置なし　　○避雷器内蔵

○架空引込用　　　　○地中引込用

○単２線式　　　（○１００Ｖ　　○２００Ｖ）

○単相３線式　　　１００/２００Ｖ

○三相３線式　　　　　　 ２００Ｖ　　　　○

○三相３線式　　　　　　　 ６ｋＶ

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

蓋の文字　　○蓋の用途表示は電力とする。　　　　　　○

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

形式

構

用途

○高圧負荷開閉器　　７．２ｋＶ　　３００Ａ

○架空線

○地中線

○高圧ケーブル 屋外に使用する高圧ケーブルはＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６

６００Ｖ　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」に（※よる　〇よらない）

○壁付ボタン(プルスイッチの長さは０. ２ｍ程度とする)

○壁付握りボタン(握りボタンの長さは１. ２ｍ程度とする)

　電気設備工事特記仕様書ー２

別表　　付属品・予備品

工事完成に際しては，各種試験，検査に合格の責任を持つ。

○工事着工前に既設照明器具で床面照度を測定し、完成後の照度と比較する。（照度測定箇所は監督員の指示する箇所とする。）

○着工前・工事完成後、空調機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

例　　盤・ケ－ブルラック・ケ－ブルダクト等

○後施工アンカ－の施工確認試験（引張試験機による引張試験）は、１日の施工本数の３％以上かつ３本以上とする。

○着工前・工事完成後、放送機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

○停電工事の必要な時は、当該高圧受電設備の電気主任技術者と協議し、打合せ記録を提出する。

尚、電気主任技術者の立会費用は本工事に含む。

○工事に係る申請手続き費、消防設備竣工検査費、高圧電気設備検査等の竣工に必要な費用は本工事に含む。

○構外搬出適切産廃処分とする（電線、電線管、器具、管球等報告書を提出する）。

○交通誘導員は大型機器搬入時及び監督職員が必要と指示した時は、安全確保のため交通誘導員を２名以上配置する。

○カラーコーン、コーンウェイト、コーンバーにて囲いながら掘削する。

その他

検査及び試験を行うべき機材等は標準仕様書による他下記の項目とする。

試験・検査一覧

電
力
共
通

動
　
　
力

電
　
　
灯

拡
声、

時
計

電
　
　
話

(mm)

引込開閉器

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

分電盤

スイッチ

（台上）

（土間）

コンセント

ブラケット （一般）

（踊場）

（鏡上）

（一般）

（一般）

端子盤

保安器函

壁掛スピーカー

アッテネーター

壁掛型親時計

子時計

壁掛インターホン

（和室）

（身障者便所）

（身障者）

壁付位置ボックス

（和室）

壁付位置ボックス

機器収納函

直列ユニット

（和室）

床上～中心

台上～中心

鏡上端～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～上端

床上～中心

床上～上端

床上～上端

床上～上端

取引用計器

取付高 取付高測点名称測点名称

（和室）

  ２００

１, ３００

１, ９００

  ２００

１, ５００

１, １００

  ３００

  １５０

  ２００

  ３００

  １５０

（ｍｍ）

  ２００

  ３００

  １５０

２, ０００

１, ８００

１, ９００

１, ５００

１, ３００

１, ９００

１, ３００

  ９００

  ３００

  １５０

  ３００

１, ３００

２, １００

２, ５００

  １５０

テ
レ
ビ
共
聴

機器取付高さ　(参考寸法の為、盤の寸法・取付位置は監督員と協議する。)

床上～上端 １, ９００

イ
ン
ター

ホ
ン

○分電盤等の端子接続部施工管理手順は、電気設備工事監理指針（令和４年度版）の資料５（Ｐ１１１９）に基づき施工する。

○　　形　　　　級　　　　回線　※受信機は既設メーカーを採用する。

○受変電機器○動力盤及び電灯盤○耐圧試験●絶縁抵抗測定○接地抵抗測定●機器機能試験●その他監督職員の指示するもの

●工事着手に際し、事前に必要な機器（照明機器、空調機器、放送設備等）の機能確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●試験機器類の校正記録を提出する。

●鉄筋コンクリ－トをダイヤドリル等で貫通する時は、鉄筋探査機で開口位置を確認する。

●整備不良の電動工具等持ち込まない。

令和　７　年度

電気設備工事特記仕様書-２



E

ＣＶ

ＣＶ

EE

× ×

×

灯

灯

×

照

灯

1/100

屋外電灯設備　平面図（撤去）

第２配水池

ＣＶ

E-03

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

　

五ケ庄第１配水池解体工事

宇治市 建設部 施設建築課

五ケ庄三番割地内

× ×× × × × × × ×
×

×

×

×

× ×

灯

ＣＶ３．５－２Ｃ外灯 （Ｇ２８）

ＣＶ３．５－２Ｃ外灯

ＣＶ３．５－２Ｃ外灯

既設電灯分電盤　外灯回路より切り放し
電灯分電盤

×

N

ナトリウム灯用

安定器×３

R0,T0
(200V)

MCB
2P50/30AT
(200V)
"BH-K" "BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

ELB
3P50/50AT
30mA

”NV-50CA”

×
×

×

ナトリウム灯（照明器具）

MC
"S-A35"

2P50/20AT
(100V) (100V)

2P50/20AT 2P50/20AT
(100V)

2P50/20AT
(100V)

照明 照明 ｺﾝｾﾝﾄ 予備

結線図

負
荷
共
通
電
源

MC

CS
２

切
手 自

R0

T0

A
C
 
2
0
0
V

EEスイッチ
（外部取付）

既設

摘　　　　　要

凡　　例

記　　号 名　　　　  称

電灯分電盤

ハイウェイ灯　４００Ｗ Ｔ８．０

注　　記

２.特記なき配管配線は下記とする｡

ＣＶ３．５－２Ｃ （ＨＩＶＰ２８）

　配管の種類については下記とする。

１．図中、太線（　　　　　　）で記す配管配線、配線器具、機器、及び盤類は、

　　撤去又取外しを示し、細線（　　　　　　）で記すものは存置を示す。

　　隠蔽配管については放棄とする。

地中埋設配管

EE 自動点滅器
隠蔽配管

※　× は撤去を示す。

1Φ3W　210V　60HZ

令和　７　年度



E

照

灯

1/100

屋外電灯設備（投光器）　平面図

第２配水池

開閉器二次側より電源取り出し
電灯分電盤

既設電灯分電盤　外灯回路より

ＷＰ

壁面取付

E-04

宇治市

図面番号

縮　　尺

図面種類

業務箇所

業 務 名

　

五ケ庄第１配水池解体工事

五ケ庄三番割地内

宇治市 建設部 施設建築課

VE

SUS

SUS SUS

ＧＰ

ＧＰ

ＧＰ

取付高さ：ＧＬ+2500

壁貫通　
Φ50×200

EE
灯

灯

N

MCB
2P50/30AT
(200V)
"BH-K" "BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

"BH-K"

MCB

ELB
3P50/50AT
30mA

”NV-50CA”

MC
"S-A35"

2P50/20AT
(100V) (100V)

2P50/20AT 2P50/20AT
(100V)

2P50/20AT
(100V)

照明 照明 ｺﾝｾﾝﾄ 予備

結線図

R0,T0
(200V) 負

荷
共
通
電
源

MC

CS
２

切
手 自

R0

T0

A
C
 
2
0
0
V

EEスイッチ
（外部取付）

摘　　　　　要

凡　　例

名　　　　  称

電灯分電盤

注　　記

２.特記なき配管配線は下記とする｡

露出配管

　配管の種類については下記とする。

１．図中、太線（　　　　　　）で記す配管配線、配線器具、機器、及び盤類は、

　　仮設を示し、細線（　　　　　　）で記すものは存置を示す。

ＬＥＤ投光器

（ＨＩＶＥ１６）

ＧＰ

ＧＰ

（Ｇ１６）塗装有

（Ｇ１６）塗装有

IE２．０×２　Ｅ２．０

IE２．０×２

IE２．０×２　Ｅ２．０

ＷＰ付：防水型

SUS　150×150×100

VE　150×150×100

ステンレス製　防水BOX

塩化ビニル製　BOX

自動点滅器 既設

３.投光器は外灯と同様、自動点滅器（既設）にて制御する。

インペイ配管

記　　号

SUS

VE

EE

２Ｐ１５Ａ×１埋込スイッチ（WS60239H）

照明器具姿図

ＬＥＤ灯　投光器
ＳＰ－１

●電源ユニット内蔵型
●定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

●落下防止ワイヤー付

鋼材

取付架台　参考図

●本　体：アルミ（ﾐﾃﾞｨｱﾑｸﾞﾚｰﾒﾀﾘｯｸ）

●光束：１２５００ｌｍ相当

水銀灯400形相当

●投光器取付架台付（壁面取付用）

※　× は撤去を示す。

ナトリウム灯用

安定器×2

投光器へ（SP-1）

ＳＰ－１

1Φ3W　210V　60HZ
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